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様式第1号(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和元年度第１回美幌町まち・ひと・しごと創生推進委員会 

開 催 日 時 
令和元年５月２７日（月） 

１４時００分 開会  １５時０５分 閉会 

開 催 場 所 美幌町議会議事棟 第１・２議員控室 

出 席 者 氏 名 

平野町長 

【推進委員】 

山野寺委員、小寺委員、横山委員、鎌田委員、川上委員、 

村田委員、青砥委員、水島委員、土門委員 

【オブザーバー】 

オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課 谷主査、玉利主任 

欠 席 者 氏 名  信太委員 

事務局職員職氏名 
広島総務部長、小室政策主幹、伊藤政策担当主査、 

長尾政策担当 

議 題 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 美幌版総合戦略・アクションプランの改訂について 

４ 基本戦略ごとの数値目標・ＫＰＩについて 

５ その他 

６ 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

非 公 開 の 理 由 
(会議を非公開とした場合) 

― 

傍 聴 人 の 数 
（会議を公開した場合） 

１名（報道） 

会議資料の名称 

・美幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略及びアクションプランの改訂について 

・美幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

・付属資料 アクションプラン（個別施策工程表） 

・まち・ひと・しごと総合戦略 数値目標・ＫＰＩ 

会議録の作成方針 

■録音テープを使用した全部記録 

□録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 
   

（別紙） 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

横山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島総務部長 

 

鎌田委員 

 

平野町長 

 

 

 

 

 

鎌田委員 

 

広島総務部長 

 

それでは定刻となりましたので、令和元年度第１回目の美幌町まち・

ひと・しごと創生推進委員会をただ今より開催いたします。 

本日は、先週の土曜日から非常に暑い日が続いている中で、私は土曜

日に孫の運動会がありまして、ご覧の様に相当真っ黒になってしまいま

して、その辺はご了承賜りたいなと思っております。 

それと、佐呂間とか帯広で過去最高の39.何度だとか聞いたこともな

い様な気温になって来ておりまして、美幌町も昨日の野球大会で審判員

が倒れたという話を聞いておりますので、くれぐれも皆さん気を付けて

いただきたいと思います。 

また、今日も何かとお世話になろうかと思いますので、よろしくお願

いしたいなと思います。 

なお、本日は信太委員から欠席の連絡をいただいているのと、土門委

員からは若干遅れるとの連絡を受けております。 

なお、今回の会議にもオブザーバーとしてオホーツク総合振興局より

２名の参加をいただいております。 

本日もよろしくお願いいたします。 

それでは、議題に入らせていただくのですが、その前に次第にありま

す様に、委嘱状の交付ということで、今回、美幌高校の前校長、田村校

長が４月に異動されまして、新たに鎌田校長が後任としてこの会議に出

席する形になっておりますので、この後美幌町から委嘱状の交付を進め

ていただきたいと思います。 

では、事務局よりお願いいたします。 

 

次第２ 

委嘱状交付 

 

それでは、皆さま大変ご苦労さまです。総務部長の広島でございます。 

今会長からお話がありましたとおり、美幌高校の田村校長の異動に伴

いまして、後任に鎌田校長が委員として当たっていただけるということ

になりましたので、委嘱状の交付をさせていただきたいと思います。 

鎌田校長におかれましては、美幌町まち・ひと・しごと創生推進委員

会委員を快くお引き受けいただき、誠にありがとうございました。 

それでは、平野町長より委嘱状の交付を行いたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

鎌田一宏様。 

 

はい。 

 

鎌田一宏様。 

美幌町まち・ひと・しごと創生推進委員会委員を委嘱します。 

任期、令和元年５月２７日から令和元年７月２６日まで。 

令和元年５月２７日、美幌町長平野浩司。 

よろしくお願いします。 

 

よろしくお願いします。 

 

それでは鎌田委員、今後ともよろしくお願いいたします。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

広島総務部長 

 

平野町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島総務部長 

 

 

 

鎌田委員 

 

 

 

 

（一同） 

 

広島総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

横山会長 

 

 

 

次に町長よりご挨拶を申し上げたいと思います。 

 

改めまして皆さんこんにちは。５月１日に美幌町長に就任いたしまし

た、平野浩司です。今後ともよろしくお願いしたいと存じます。 

今回、鎌田校長先生には委員を受けていただきまして、ありがとうご

ざいます。心からお礼申し上げます。 

また、他の皆さま方には、引き続き委員の継続をよろしくお願いした

いと思います。 

皆さんが今審議いただいています計画につきましては、27年から31

年までの5ヶ年の計画であります。 

今年については最終年になるということでありますので、引き続きよ

ろしくお願いしたいと思います。 

美幌町はこれまで人口減少対策については様々な事業を行ってきま

したけれども、今回最終年ということで、次期計画の策定に向けて、引

き続きそれぞれの事業の効果検証や新たな取組等についても色々考え

ていただく様になりますので、どうかお力添えをいただきたいと思って

おります。 

私も以前は教育長という立場で関わらせていただきましたけれども、

今度は別の立場でしっかりと中身を学ばせていただいて、皆さま方と今

の計画をしっかり見直した中で、今回の町長選の中でも人口減少に対し

ての１つの考え方等についても町民の方々にお話してきたこともあり

ますので、その辺も機会がある時に色々皆さまとお話させていただい

て、ご意見をいただければなと思っております。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

それでは、新しく委員となりました鎌田委員より、ご紹介を兼ねまし

て、一言よろしくお願いいたします。 

 

この春、渡島の北斗市にあります、大野農業高校から参りました。 

私はずっと農業高校を専門で回っていまして、８校目になります。 

少しでも皆さまに何か役立てばという風に思っていますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。鎌田委員におかれましては、この会議の中

で忌憚のないご意見をいただければと考えてございますので、よろしく

お願いいたします。 

それでは、続いて、今回第１回目ということもありますので、委員の

ご紹介をさせていただきたいと思います。 

大変申し訳ございませんが、自己紹介で所属等を含めて簡単で結構で

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、横山会長から順によろしくお願いいたします。 

 

皆さんこんにちは。 

一応当初から会長という席に就かせていただいておりまして、日ごろ

から皆さまにはご多忙の中ご出席いただきまして本当にありがとうご

ざいます。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

横山会長 

 

 

水島委員 

 

 

 

 

 

山野寺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小寺委員 

 

 

川上委員 

 

 

 

 

 

 

村田委員 

 

 

 

 

 

青砥委員 

 

 

 

 

土門委員 

 

 

 

オホーツク総合振興局

地域政策課 谷主査 

 

改めまして、委員の皆さま、今後ともよろしくお願いいたします。 

商工会議所専務理事の横山です。よろしくお願いいたします。 

 

副会長という大役を仰せつかっております、水島淳子と申します。 

一般公募で選任させていただいているのですけれど、入った時から会

長の横で笑顔でいることが私の務めだと思ってますので、この会議が皆

さまのご意見が忌憚なく発せられる様に会長の横で笑顔でいたいと思

っております。よろしくお願いします。 

 

私はＪＡびほろの山野寺と申します。総合企画推進室という部署にお

りまして、現在はベトナムからの実習生の受入ですとか、ＪＡびほろの

オリジナルの加工品の製作に携わっております。 

ここで少し紹介させていただきますと、今現在美幌高校でも取り組ま

れていらっしゃいましたが、アスパラを使ったアイスクリームを作って

ございまして、６月の中旬位には販売開始ということで進めておりま

す。 

美幌産のアスパラを使いましたペーストを４０％使っているという

変わったアイスクリームとなっておりますので、販売開始となりました

ら是非一度食べていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

森林組合の組合長の小寺です。 

よろしくお願いします。 

 

網走信用金庫美幌支店の支店長の川上と申します。 

私自体赴任して２年目でございます。 

我々網走信用金庫が美幌に進出しまして、７２年目を迎えておりま

す。今稲美のほうも合わせて２店舗で運営させていただいておりますけ

れども、金融という側面で経済の発展に注力していければと思いますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

美幌地区連合会の特別執行委員の立場で参加させてもらっている村

田です。 

私は役場出身ということで、役場の委員長だとか連合の事務局長だと

かをやらせていただいた関係で、今、特別執行委員ということでやって

います。よろしくお願いいたします。 

 

北海道新聞北見支社営業部の青砥と申します。 

ここにも報道の方では美幌支局というところがございますけれども、

美幌デュアスロンとか様々なところで皆さまの町と関わり合いがござ

いますので、こちらの方でも一つよろしくお願いいたします。 

 

遅れてきてすみません。今少し仕事を抜けてきました。 

藤幼稚園で働いています、土門真由美です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

 

今回オブザーバーとして参加させていただきました、オホーツク総合

振興局地域政策課で地方創生を担当しております谷と申します。よろし

くお願いします。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

オホーツク総合振興局

地域政策課 谷主査 

 

 

 

 

オホーツク総合振興局

地域政策課 玉利主任 

 

 

 

広島総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

伊藤政策担当主査 

 

 

長尾政策担当 

 

 

広島総務部長 

 

 

 

 

平野町長 

 

広島総務部長 

 

 

 

横山会長 

 

 

 

 

私はオホーツク３年目ということで、美幌町もそうなんですけれど

も、総合戦略最終年ということで、北海道も総合戦略を改定する予定で

す。地方版戦略ということで、オホーツク全体の戦略を今年担当とする

ことになりますので、色々と勉強させていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

オホーツク総合振興局地域政策課の玉利と申します。 

昨年、自己紹介の時にオホーツク１年目なんですということで、時が

経って今２年目になりましたので、また色々勉強させていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。 

本日所用により欠席されておりますけれども、この会の委員として、

美幌観光物産協会の事務局長の信太委員がいらっしゃいますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

それでは、続きまして、担当いたします事務局のご紹介をさせていた

だきたいと思います。 

私、この、まち・ひと・しごと創生総合戦略を担当しております、総

務部長の広島と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

この後は、都度自己紹介をしていただきたいと思います。 

 

はい。皆さまどうもご苦労さまです。政策主幹の小室と申します。 

先ほど町長や谷主査の方からもありましたけれども、今年度を以って

第１期の総合戦略が満了を迎えるということで、次期策定に向けまして

も皆さまのお力添えをいただきたいと思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

後ろの方からすみません。政策担当主査の伊藤と申します。よろしく

お願いします。 

 

同じく後ろから申し訳ございません。政策担当長尾と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

それでは以上を以って自己紹介を終了させていただきたいと思いま

す。 

なお、町長につきましては、この後他の公務があるため、退席をさせ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

 

皆さんよろしくお願いいたします。 

 

それでは３番目の「美幌版総合戦略・アクションプランの改定につい

て」から議事を進めたいと思います。これにつきましては会長の方の進

行でよろしくお願いいたします。 

 

それでは議事の方に入らせていただきます。 

その前に、冒頭の挨拶でも申し上げましたとおり、今日も非常に気温

が上がっております。自分も上着を脱ぎますので、上着を着ている方は

脱いでいただいて結構だと思います。そういう形で進めさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

横山会長 

 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、次第の３番目にあります、「美幌版総合戦略・アクション

プランの改定について」事務局より説明をお願いいたします。 

 

次第３ 

美幌版総合戦略・アクションプランの改定について 

 

議題に入る前に、３月に予定しておりました会議が、日程の調整が付

かず中止となってしまったことを改めてお詫び申し上げます。 

続きまして、説明の前に１点、元号に関する説明をさせていただきま

す。 

この戦略及びアクションプランの最終ページにも記載しております

が、５月１日より元号が「令和」となりましたが、こちらの計画は平成

２７年に策定されたものを改訂しているため、将来の年度等を「平成」

で表記した箇所がありますが、「令和」と読み替えていただきます様、

よろしくお願いいたします。 

それでは、「美幌版総合戦略・アクションプランの改訂について」で

すが、こちらは、平成３１年度の予算をまとめていく中で、事業の内容

修正や計画期間の修正、また、施策の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の見

直し等がありましたので、改訂させていただきたいと考えております。 

始めに、書類番号１をご覧いただきたいと思います。この資料につき

ましては、書類番号２の美幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略と、書

類番号３のアクションプランの改訂箇所をまとめたものとなっており

ます。 

次に、書類番号２の３２ページをご覧いただきたいと思います。 

中段より下になりますが、「農業担い手育成・強化」におけるＫＰＩ

につきましては、「新規就農者数」を設定しておりますが、平成２７年

度から３０年度までの実績で「２７人」となり、当初設定していた「１

５人」を上回りましたので、上方修正を図っております。 

修正後の指標値は、累計で「３２人」としております。 

続いて３３ページをご覧ください。 

最後の部分に掲載されております、「地域資源を活かした滞留型観光

の推進」の、「施策内容と主な事業」欄に、これまで継続して行ってい

る「まちのセールスマン事業」という、町民による美幌町のＰＲ事業で

すが、記載が漏れていたため、追加掲載させていただいております。 

次に、３５ページをご覧ください。 

基本戦略２の施策「移住の推進」のＫＰＩにつきましては、「移住体

験者数」を設定しておりますが、平成２７年度から３０年度までの実績

で「５０人」となっており、当初設定していた「３０人」を上回りまし

たので、上方修正を図ったところでございます。 

修正後の指標値は、累計で「７０人」と設定しております。 

続いて次のページ、３６ページをご覧ください。 

中段より下の部分、「婚活総合支援」の「施策内容と主な事業」欄に

掲載されている「新規就農者確保・育成等支援事業」についてですが、

「総合」という文字が抜けていたため、修正させていただいたところで

ございます。 

また、右側のＫＰＩについてですが、こちらは「事業を通じた成婚数」

と設定しておりますが、平成２７年度から３０年度までで「２組」の実

績がございますので、当初設定していた「２組」を達成したということ

から、上方修正を図ったところでございます。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正後の指標値は、累計で「３組」と設定しております。 

次に施策の「妊娠・出産・子育てへの切れ目のない支援」におきまし

て、「産婦健診事業」と「産後ケア事業」を追加しております。 

事業の内容につきましては、後ほど「アクションプラン」の改定のと

ころで説明させていただきますので、ご了承願います。 

次に３９ページをお開きください。施策が「地域住民と連携した防災

体制の充実」のＫＰＩにつきましては、「自主防災組織の結成率」を設

定しておりますが、ＫＰＩの実績の年度が誤っておりましたので訂正さ

せていただいております。 

以上が、この書類番号２の「美幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

の改訂内容となります。 

引き続き「アクションプラン」の改訂箇所について説明させていただ

きますので、書類番号３の資料をご覧いただきたいと思います。 

はじめに１ページ目をご覧ください。 

上から４段目のＫＰＩの数値についてですが、先ほど総合戦略の改訂

において説明させていただきました、「農業担い手育成・強化」におけ

るＫＰＩ「新規農業者数」を上方修正したため、ここでも修正している

ところでございます。 

次に、２ページをご覧ください。 

一番下の事業、「森林認証材ブランド化推進事業」の年度計画ですが、

３０年度以降も新製品のPR活動や町内外での普及促進を図っているこ

とから、事業期間の矢印を３１年度まで伸ばし、３０年度、３１年度と

もに、「実施」としております。 

続いて５ページをご覧いただきたいと思います。。 

下から２つ目の事業、「まちのセールスマン事業」の事業内容につい

てですが、当初「ミニＰＲ紙」という表現をしておりましたが、わかり

易く「町ＰＲ名刺」に修正したところでございます。 

続いてその下の「空港交通利便性向上事業」についてでございます。 

こちらは、前年度の会議で行った検証の際にお話させていただきまし

たが、平成２９年度で終了予定となっておりましたが、事業の継続につ

いての要望があったことから、協議の結果、平成３０年度以降も継続と

いうことになりましたので、事業期間の矢印を３１年度まで伸ばし、３

０年度、３１年度ともに、「実施」とさせていただいたところでござい

ます。 

次に、１０ページをご覧いただきたいと思います。 

上から３段目のＫＰＩの数値についてですが、先ほどの総合戦略の改

訂において説明させていただきましたが、「移住の推進」におけるＫＰ

Ｉである「移住体験者数」を上方修正したため、修正したところでござ

います。 

続いて中段の「移住・二地域居住・就労トータルサポート事業」につ

いてですが、こちらは、「地方での暮らしや生き方を求めている人に対

し、それぞれの求めるライフスタイルに合った本町での暮らし、就労な

どを提供することで、移住者や就労人口の増加を目指す」といった事業

内容ですが、昨年度の当委員会において説明したとおり、事業実施に当

たっては美幌町単独での実施は難しいため、本町が加入している全道広

域で組織されている「北海道田舎活性化協議会」の構成自治体との連携

により、地方創生推進交付金を活用することで進めて参りましたが、地

方創生推進交付金の採択をはじめ、実施へ向けての自治体間調整がつか

なかったことから、３０年度と３１年度の計画を「実施」から「検討」
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

という一歩後退する形にはなりますが、改めさせていただいたところで

ございます。 

次に、１２ページをご覧ください。 

上から３段目のＫＰＩの数値についてですが、先ほど総合戦略の改訂

において説明させていただきました、「婚活総合支援」におけるＫＰＩ

であります、「事業を通じた成婚数」を上方修正したため、数値を修正

したところでございます。 

次に中段よりやや下、「ピンクの婚姻届事業」につきましては、文言

整理を一部行ったことと、婚姻届を提出した方からの希望があれば、美

幌峠等を映したバックスクリーンで写真撮影を行えること、そして木製

フォルダにより“ＦＳＣ森林認証材”のPRと利用促進に繋げるという

内容に文言修正しているところでございます。 

続いて１４ページをご覧ください。 

上の方にある黒丸「現在の課題」の１つ目ですが、これまでは「“産

婦人科”が存在せず」としていましたが、国保病院において婦人科のみ

開設されましたので、「“分娩できる医療機関”が存在せず」に文言修正

したところでございます。 

また、婦人科が開設されたことから、妊娠初期の健診を行うことがで

きる様になったため、ここでも一部文言修正したところでございます。 

次に中段の「必要な対応」の３つ目につきましては、“安心して子育

てができるよう”という文言を追加した内容に修正しております。 

続いて、その下の、短期・中長期の工程表の、事業の２つ目、「産後

１ヶ月健康診査補助事業」についてですが、今年度から交通費の助成に

ついては上記の「妊婦一般健康診査等交通費助成事業」で実施し、健診

費用の助成については１番下の「産婦健診事業（新規）」で助成するこ

ととなっております。 

したがって、「産後１か月健康診査補助事業」につきましては、３０

年度を以って完了したという形に修正を行っております。。 

その新規事業であります「産婦健診事業」の事業内容についてですが、

産後も安心して育児できることを目的として、産後２週間健診及び産後

1か月健診の費用を助成するといった内容となっております。 

また、ただ今説明しましたとおり、今年度から、産後１か月健診に係

る費用と交通費の助成の他、産後２週間健診に係る費用と交通費につい

ても拡大して助成することになったこと、さらに、健診の受診費用につ

きましては、今までは一時立て替えを行っていたところですが、これか

らは受診した病院へ町が直接支払うこととしており、一時立て替えがな

くなったことや、役場へ手続に来なくてもよくなったことなど、より利

便性の高い制度設計になったことをご報告させていただきます。 

次に１５ページ、一番上の「産後ケア事業」についてですが、これも

今年度からの新規事業として掲載しております。 

事業内容ですが、助産師による母子への身体的、心理的ケアへの費用

を助成することで、産婦の身体的回復や心理的な安定を図るといった内

容になっております。 

続いて１９ページをご覧ください。 

１番下の「空港交通利便性向上事業」についてですが、こちらの事業

は再掲となっており、先ほど５ページにおいて説明した修正内容のとお

りとさせていただきます。 

続いて、２０ページをご覧ください。 

工程表の１番下、「人材バンク事業」についてですが、こちらは、新
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横山会長 

 

 

 

 

 

横山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長の意向も含めて検討を行う必要があるため、３１年度までの計画を

「実施」から「検討」へ修正しております。 

続いて、最後２３ページをご覧ください。 

４段目のところでございますが、ＫＰＩの数値のところで、実績の平

成２７年度を２６年度と修正させていただいております。 

こちらは先ほど説明させていただきましたとおり、年度に誤りがあっ

たため、修正をしております。 

以上が、総合戦略及びアクションプランの改訂の内容です。 

この内容で問題なければ、本日を以って改訂とさせていただきます

が、ご審議の程よろしくお願いしたいと思います。 

 

はい。それでは今事務局より説明をいただきました書類番号１、２、

３について何かご意見等がありましたらお願いします。 

また、聞いてみたいこと等がありましたらお願いします。 

 

（なし） 

 

よろしいですか。それではご意見はないということでありますので、

ただ今事務局より説明をいただきました、総合戦略及びアクションプラ

ンをこのとおりに改定させていただきますので、よろしくお願いしま

す。 

それでは、次に次第の４であります、「基本戦略ごとの数値目標・Ｋ

ＰＩについて」事務局より説明をよろしくお願いします. 

 

次第４  

基本戦略ごとの数値目標・ＫＰＩについて 

  

それでは書類番号４をご覧ください。 

こちらは、総合戦略に記載の数値目標や各施策のＫＰＩについての一

覧で、年度ごとの実績や進捗状況を記載した資料となっております。 

表の真ん中の黄色く色付けしているところが、平成３０年度の実績と

なっており、その右側の進捗率というのは、３０年度若しくは３０年度

までの累計の進捗状況となっております。 

進捗状況の基となる数値目標につきましては、その右側に記載してお

ります。 

また、一番右端の備考欄には、この数値目標が、計画の最終年度であ

る３１年度の目標値なのか、それとも平成２７年度～３１年度までの累

計の目標値なのかが記載されています。 

それでは、まず、基本目標１、数値目標の１番目「農畜産物の販売額」

についてですが、平成３０年度の実績は128億6,400万円となっており、

99億円の目標値に対する進捗率は129.9％となっております。この数値

は、平成２７年度から連続して目標を達成しております。 

２番目「認証材の出荷額」ですが、目標値2,600万円に対して、平成

３０年度は2,500万円の実績となっており、進捗率は96.2％となってお

ります。 

３番目「従業員数」です。 

こちらは、隔年実施で行われていた経済センサス基礎調査の数値を基

としておりますが、平成２８年度以降５年に１度の調査に変更されたた

め、実績値の取り方を見直す必要があると考えておりますが、最新の進
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

捗率としましては、平成２８年度の92.3％となっております。 

次にＫＰＩについてでございます。 

まず「新規就農者数」ですが、先ほどの総合戦略の部分で説明してい

るとおり、既に目標値を達成しているため、上方修正を行っています。 

実績値は、平成３０年度が5人、また、平成２７年度からの３０年度

までの累計が27人となっており、修正後の目標値32人に対する進捗率

は84.4％となっております。 

次に「認証材の出荷量」ですが、こちらは、6,000㎥の目標値に対し

て平成３０年度は4,718㎥となっており、進捗率は78.6％となっており

ます。 

次に「木育ひろばの利用者数」ですが、こちらは「きてらす」の利用

者数です。 

数値目標28,000人に対して、平成３０年度は22,043人で、進捗率は7

8.7％です。利用者数は減少傾向にありますが、毎年20,000人を超えた

利用者数となっております。 

続いて「特産品開発等の取組案件数」ですが、平成３０年度の実績が

1件、２７年度から３０年度までの累計が4件となっており、数値目標1

0件に対する進捗率は40％となっております。 

なお、平成３０年度の実績1件は、合同会社びほろ笑顔プロジェクト

による「美幌トマポン酢」となっております。 

次に、「観光入込客数」ですが、平成３０年度実績は62万2千64人と

なっており、数値目標81万人に対する進捗率は76.8％となっておりま

す。 

この観光入込客数が例年より大きく下回っておりますが、これは、昨

年９月に発生した北海道胆振東部地震の影響から、一時的に観光客が激

減したことによるものと伺っております。 

次に、「起業家件数」です。平成３０年度の実績が3件と、２７年度か

ら３０年度までの累計実績が14件となっており、数値目標の累計15件

に対する進捗率は93.3％となっております。 

なお、平成３０年度の実績3件は、不動産業が1件、飲食業が1件、保

険業が1件となっております。 

続いて「店舗リフォーム数」です。平成３０年度の実績が14件、２７

年度から３０年度までの累計実績は92件となっており、数値目標の累計

104件に対する進捗率は88.5％となっております。 

以上で、基本目標１の説明を終了します。 

続きまして、基本目標２における数値目標の１つ目、「20代から40代

の転入者数」は、平成３０年度が418人、「20代から40代の転出者数」

は465人で、両項目ともに数値目標を下回っておりますが、この中身を

紐解くと、「転出者数と転入者数の差を30人まで縮めましょう」という

目標値となっているのですが、平成３１年度は47人の転出超過で、目標

値を下回っています。 

ただ、２９年度、２８年度と比較すると、若干ではございますが、こ

の差が縮まっているという形になっております。 

次にＫＰＩの１点目「移住体験者数」ですが、こちらは先ほどのとこ

ろで説明しましたが、上方修正を行っております。 

平成３０年度の実績が18人、平成２７年度からの３０年度の累計が5

0人となっており、上方修正後の目標値70人に対する進捗率は、71.4％

となっております。 

続いて「政府関係機関の誘致件数」ですが、数値目標は平成２７から
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 
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３１年度の累計で1件、実績は0件なので進捗率は0％です。 

次に基本目標３における数値目標の１つ目、「合計特殊出生率」につ

きましては、目標値1.70に対して平成３０年度は1.20、進捗率は70.6％

となっております。 

数値目標の２つ目、「婚姻届出数」につきましては、平成３０年度実

績が63件となっており、目標値100件に対する進捗率は63％となってお

ります。 

続いてＫＰＩの１つ目、「事業を通じた成婚数」についてでございま

す。 

こちらも先ほど説明していますが、目標値の上方修正を行っていま

す。 

平成３０年度実績は0組、平成27年度からの３０年度までの累計が2

組となっており、上方修正後の目標値3組に対する進捗率は66.7％とな

っております。 

２つ目の「出生数」につきましては、平成３０年度実績が88人で、1

55人の目標値に対する進捗率は70.3％となっており、遂に３桁を切って

しまい、２桁となりましたが、このことからも少子化に歯止めが掛かっ

ていない状況ということが伺えます。 

続いて３つ目の「子育て支援施設16施設」につきましては、子供の数

が維持できればこの施設も維持できるということから、16施設を目標値

に掲げておりますが、今のところは統合等はありませんので、16施設を

維持しているということで、進捗率は100％となっております。 

次に基本目標４における数値目標に関してですが、１つ目の「美幌町

に住み続けたい」と思う人の割合は、昨年度に町民2,000人に対するア

ンケート調査の結果、この項目につきましては76.5％となっており、目

標値85％に対する進捗率は90％となっております。 

また、２つ目の「若年世代の「住みよい」「どちらかといえば住みよ

い」と思う人の割合は81.4％となっており、進捗率は101.8％という結

果が出ています。 

続いてＫＰＩの1つ目、「空き店舗活用件数」につきましては、平成３

０年度実績が2件、平成２７年度から３０年度までの累計実績が10件と

なっており、目標値の累計10件に対する進捗状況は100％となっており

ます。 

次に「バス利用者」についてですが、３０年度実績が33,760人、目標

値37,000人に対する進捗率は91.2％となっております。この数値を前年

度と比べると466人の増加となっている状況です。 

続いて「住民主体による地域活動件数」についてですが、平成３０年

度実績は、美幌高校に対して助成いたしました、まちづくり参画プリジ

ェクトの1件となっており、平成２７年度から３０年度までの累計実績

は7件となっております。 

目標値16件に対する進捗率は43.8％となっております。 

その下の「町内小中学校の学校評価における児童・生徒アンケート結

果、その項目のうち「自分で考え行動・発表する」など自主的行動の評

価が平均3.0以上」についてですが、平成３０年度の実績値が2.90、目

標値3.00に対する進捗率は96.7％となっております。 

次に「自主防災組織の結成率」ですが、３０年度実績が64.49％、目

標値73.75％に対する進捗率は87.4％となっております。 

以上で説明を終了いたします。よろしくお願いいたします。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

横山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

横山会長 

 

村田委員 

 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田委員 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

村田委員 

 

それでは、ただ今事務局より説明ありました、それぞれの基本戦略ご

との数値目標及びKPIにつきまして、何かご意見がありましたらよろし

くお願いします。 

何かございませんか。自分から１つよろしいですか。 

基本目標３のＫＰＩで、事業を通じた成婚数の部分なんですけれど

も、この事業を通じたというのは、あくまでも町が関与した部分での事

業を通じたということなのか、民間でやっている自衛隊さんですとか、

商工会議所青年部がやっているそういうものも事業を通じての成婚数

という把握だとかはここには入らないのか、若しくは入るのであれば、

そういう様な調査はしてないのか、その辺を確認したいと思います。 

 

はい。この表の真ん中より若干右側になりますが、実績値の取り方と

いうところがあると思います。こちらには、みらい農業センターで行っ

ている農家成年配偶者対策事業及び町の結婚支援事業による成婚数と

いうことがカウントされているというところでございますので、民間に

よる様々な事業があるかと思いますが、そちらの方はカウントさせてい

ただいていないということで、あくまでも、目標値３組というのはこの

事業からということで解釈していただければと思います。 

 

何か他皆さんの方からありますか。 

 

はい。観光客の入込数なんですけれども、先ほど地震が影響したとい

うことだったんですけれども、地震の前までは、例えば毎月計測してい

ると思うのですけれども、地震前までは例年通りの数があったのです

か。地震があってぐっと下がったのですか。そういう傾向があったので

すか。 

 

すみません。理由だけは聞いていたのですが。 

今村田委員がおっしゃったのは、多分４月から８月まで、ここは例年

対比で順調に移っていたのかということだと思うのですけれども、そこ

をきっかけに激減したということでございますので、多分９月１０月、

だいたい美幌峠の観光入込というのが１０月の３連休、体育の日の３連

休を以って下がる傾向があるのですけれども、１ヵ月半でここまで落ち

てるかということは昨年と比較して１０万人落ちてるかというのは、そ

こまでの統計は聞いておりません。次回、原因のところを宿題として持

ち帰ってお答えしたいと思います。 

 

それと、外国人がどれ位いたとか、もしわかれば教えていただきたい

と思います。 

 

はい。この観光入込客数のカウントの仕方につきましては、インバウ

ンドの外国人だとかの区分けはできないのが実情でございます。 

そこの部分でわかるとすれば、宿泊者数調べというのをやっておりま

すので、宿泊者数であれば外国人の今までの推移というのがわかると思

います。そちらでよろしければ次にお答えできますが、それでもよろし

いですか。 

 

宿泊者は美幌だけですか。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

村田委員 

 

 

 

広島総務部長 

 

 

 

村田委員 

 

横山会長 

 

オホーツク総合振興局

地域政策課 谷主査 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

山野寺委員 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

山野寺委員 

 

小室政策主幹 

 

 

 

オホーツク総合振興局

地域政策課 谷主査 

 

 

 

美幌だけです。美幌の宿泊施設に外国人がいくら泊まっているかとい

う調査を行っているんです。それではわかります 

ただ、美幌峠でカウントしている入り込み客数では取っていないとい

うことが実情ですので、そちらをご理解いただければ、次回の時に宿泊

者数の推移についてはお示しできると思います。 

 

もう１つ、この数値には直接関係ないのですけれども、婚姻届の関係

で、今年の元号が変わったところで、５月１日に美幌町は特別なことは

やったのでしょうか。 

 

やっておりません。ただ、婚姻届の受付はいたしましたけれども、４

件でしたか、休みの割には婚姻届を出される方は多かったという風に聞

いております。 

 

わかりました。 

 

他よろしいですか。 

 

新規就農の関係なんですけれども、順調に27名ということで伸びて来

ていると思うのですけれど、土地がないと新規就農ができないと思うの

ですが、同じ数だけの離農者がいるということなのですか。 

 

まず、新規就農者のカウントの取り方ですが、先ほどもご説明しまし

た実績値の取り方を見ていただければと思いますけれども、純粋な新規

就農者数と、新規農業従事者数、いわゆる農家子弟の方が戻って来て、

一緒に手伝っているというような方もカウントさせていただいており

ます。ただ、申し訳ありませんが、離農の数というのは押さえていませ

んが、山野寺委員、離農が少しずつ増えているという風に聞いておりま

すか。 

 

比較的この４年は離農者数が少ない傾向にあるので、離農が多くて新

規があったという流れではなくて、今説明いただいたとおり、農家の子

弟が入っているＵターンの方が多いという傾向が顕著に現れているの

で、それが数字に出た結果だと思います。 

 

本当の新規で行けば２７年度に新規就農した吉田さん以来まだ出て

ないですか。 

 

昨年度１名、山内さん。 

 

豊岡の山内さんですね。 

本当に純粋な新規でいけば、研修終わって昨年１件だけ。よろしいで

しょうか。 

 

はい。 

もう１件なのですけれども、認証材の出荷額で平成２９年だけ３分の

１位の数字になってるのですけれども、何か理由とかはあったのです

か。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

小室政策主幹 

 

 

 

小寺委員 

 

小室政策主幹 

 

横山会長 

 

 

 

横山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９年度は私どもの押さえている限りでは、建築件数が少なかったと

いうことで、認証材の出荷も著しく落ちたという風に把握しておりまし

たが、小寺委員そのとおりでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。 

 

あと外ございませんか。 

 

（なし） 

 

よろしいですか。それではないということでございます。 

今事務局より説明いただきました部分につきましては、以上でござい

ます。 

それでは続いて４番目のその他ということで、事務局より何かありま

したらお願いします。 

 

次第５ 

その他 

 

それでは、その他についてですが、先ほど挨拶でもお話しましたが、

この「まち・ひと・しごと創生総合戦略」につきましては、平成２７年

度から平成３１年度、令和元年度までの５ヶ年の計画となっていること

から、今年度は次期計画の策定に向けて、取り進めて参りたいと考えて

おります。 

国の方では第２期総合戦略という言葉を使っておりますが、漸く国の

動きが見えてきましたので、町の方でも計画の策定を考えているところ

でございます 

その１つといたしまして、人口ビジョンに係る人口分析につきまして

は、委託して人口ビジョンを作っておりますが、現状に合わせて人口分

析を行っていくということで、データの更新や再分析を行い、検証を進

め、美幌町の実情に応じた対策等を次期に反映させて行きたいと考えて

いるところでございます。 

こちらの人口分析につきましては、計画の策定時に委託した事業者に

また委託をして、進めて行くこととしております。 

また、次期計画で推進して行く人口減少対策等についての新たな取組

等につきましても、委員の皆さまにご意見をいただきながら、職員で構

成されるプロジェクトチーム、町長を本部長としている本部会議を含め

て協議して参りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

人口減少につきましては、美幌町だけでなくて、各自治体とも歯止め

がかかっていないという状況が続いておりますが、少しでもその減少幅

を抑えるために、委員の皆さまにはお力添えをいただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

次に皆さまの任期についてでございますが、先ほど鎌田委員の任期で

もお伝えしたところですが、今年の7月２６日を以って第２期目の任期

が満了となります。 

「美幌町附属機関等の設置及び運営に関する指針」の第5条の規定に
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

小室政策主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横山会長 

 

 

 

 

 

 

横山会長 

 

オホーツク総合振興局

地域政策課 谷主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小室政策主幹 

 

 

オホーツク総合振興局

地域政策課 谷主査 

 

 

小室政策主幹 

 

横山会長 

 

 

 

は、「通算の在任期間が６年を超えないものとする」とあります。現在

の委員さんで１番長い方で４年となっており、もう１期２年間残されて

おりますので、できれば皆さま方には引き続き委員をお引き受けいただ

ければ有難いなと思っております。 

今後、団体推薦及び一般公募の手続きに入って行きますが、何卒ご理

解とご協力をお願いいたします。 

次に、次回の会議についてですが、３０年度の効果検証を予定してお

りますが、例年、効果検証には２回ほどの時間を要しております。 

この効果検証につきましては、現在の委員さんの中で行っていただけ

るのがベストだと考えておりますので、タイトなスケジュールになりま

すが、議会が終わる６月下旬から、任期の７月２６日までに２回ほど開

催したいと考えております。後日、日程調整をさせていただきますので、

出席可能な日程をお知らせいただきながら、皆さんが１番集まるときに

２回開催したいと考えておりますので、ご協力をお願いいたします。 

以上でございます。 

 

ありがとうございます。それでは以上で本日提案させていただきまし

た次第につきましては終了でございます。 

何か最後に言い忘れたこと等ありましたらお聞きしたいと思います

が、何かありますでしょうか。 

 

（なし） 

 

よろしいですか。振興局の方からよろしいですか。 

 

１ヵ月前の会議になるんですけれども、国の方から新しい総合戦略の

会議に本庁の地域創生担当課長が出席しまして、６月に国の基本方針が

発表予定ということで、それを参考にこういった会議で図ってください

という指示が下りて来ております。 

その際、統計資料等の一覧を提供していただく予定なのですけれど

も、今のところ国から言われているのが、外国人人口の影響のある地域

においては影響を注視してほしいと。それと、女性や外国人活躍等そう

いった関係人口のことも意識して戦略の方に加えてほしいという様な

ことを今のところ言われていますので、その辺を状況提供させていただ

きたいと思いました。以上です。 

 

すみません。北海道としてはいつ頃策定というか予定になっているの

でしょうか。 

 

北海道としても、国から６月中に基本方針をいただいて、そこから始

める形で年度末までに３月策定予定ということで、進めさせていただい

ております。 

 

わかりました。 

 

ありがとうございました。 

それでは、以上で本委員会を終了させていただきます。終わりに、恒

例であります水島副会長の締めで終わらせていただきたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いします。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

水島副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

はい。うちの子供も週末運動会がありまして、暑い中の運動会だった

のですけれども、子供たちが元気に笑顔で頑張っている姿を見て、私た

ち親も頑張らなきゃなと思った次第であります。 

先月なのですけれども、子供の部活のメンタルトレーニングについて

のメンタル講習会というのがあって、それに親が参加できるということ

で私も参加させていただいたのですが、そちらの方で、ピンチの時にど

れだけ自分がチャンスに変えて行けるかということを少し学んで来た

のですけれども、ピンチに陥った時に、ここが私たちが１番輝ける時だ

と言って、そこから逆転してオリンピックの金メダルを取ったという話

を聞いて来たので、ピンチをチャンスに変えるということが大切だなと

そういう気持ちで行くことが大事だなという風に勉強して参りました。 

美幌町もピンチをピンチと思わず、それをチャンスに変えて行ける美

幌町になって行けば良いなと思います。 

暑い中大変お疲れさまでした。 

 

お疲れさまでした。 

了 

 


